
提

出

者

岡

田

克

也

平
成
十
四
年
二
月
十
五
日
提
出

質

問

第

二

三

号

平
成
十
四
年
二
月
十
二
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
け
る
道
路
公
団
改
革
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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平
成
十
四
年
二
月
十
二
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
け
る
道
路
公
団
改
革
に
関
す
る
質
問
主
意
書

去
る
平
成
十
四
年
二
月
十
二
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
け
る
基
本
的
質
疑
の
な
か
で
、
道
路
公
団
改
革
に
関
す
る
私
の

質
問
に
対
す
る
政
府
の
答
弁
に
は
、
曖
昧
な
も
の
が
多
々
見
受
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
今
後
の
国
政
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

論
点
で
あ
り
、
か
か
る
問
題
に
つ
い
て
は
政
府
の
姿
勢
を
よ
り
明
確
に
質
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

第
三
者
機
関
委
員
の
人
選
に
つ
い
て
、
総
理
は
与
党
の
意
見
を
聞
く
旨
、
答
弁
し
て
い
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
国
会

同
意
人
事
と
し
て
も
否
決
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
総
理
が
国
会
同
意
人
事
を
拒
む
理
由
は
何
か
。

二

第
三
者
機
関
が
、
個
別
路
線
の
採
算
性
を
検
討
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
全
体
的
な
投
資
額
が
定
ま
ら
ず
、
結
局
、
組
織

全
体
の
採
算
性
や
あ
る
べ
き
形
態
、
あ
る
い
は
適
切
な
償
還
期
間
等
、
本
質
的
な
問
題
点
が
何
ら
決
定
さ
れ
得
な
い
と
考

え
る
が
、
政
府
に
は
第
三
者
機
関
に
個
別
路
線
の
採
算
性
を
検
討
す
る
権
限
を
付
与
す
る
意
思
は
な
い
の
か
。

三

上
下
分
離
方
式
で
民
営
化
し
て
も
、
何
ら
意
味
が
な
い
と
考
え
る
が
、
上
下
分
離
方
式
と
い
う
選
択
肢
が
残
っ
て
い
る

か
の
よ
う
な
答
弁
が
な
さ
れ
た
。
政
府
は
、
な
ぜ
上
下
一
体
方
式
で
民
営
化
す
る
と
断
言
し
な
い
の
か
。

四

整
備
計
画
に
つ
い
て
、
「
今
の
計
画
は
で
き
な
い
」
と
総
理
は
答
弁
し
た
が
、
そ
れ
は
、
九
千
三
百
四
十
二
キ
ロ
の
整

一



備
計
画
の
う
ち
、
建
設
が
行
わ
れ
な
い
路
線
が
あ
る
と
い
う
こ
と
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

右
質
問
す
る
。

二


